
　（別紙４（２）） 事業所名 ：グループホームグルーンヒルみふね

目標達成計画 作成日　　：　平成29年3月15日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
３６

（１４）

食事中のエプロンの使用方法や、写真への
掲示について

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない対応をする。

3月の勉強会で、日常の中での利用者の埃
やプライバシーを損なう行為について話し合
い、行わないように周知、徹底する。 １ヶ月

2
３５

（１３）

災害時の地域との協力体制について 運営推進会議等で、今後の地震や風水害
を想定し、避難経路、避難場所を話し合
い、決定する。

消防避難訓練を地域の方々の協力を得て、
実施する。風水害を想定した、シュミレーショ
ンを行う。

１2ヶ月

3
５４

（２０）

地震により、使用できない居室もあり、一人ひ
とりに応じた環境作りが出来ていない。

建て替えによって、個人が居心地良く過ご
せる居室を確保する。

建て替えの計画にて、住めるようになるまで
は、プライバシーやストレス軽減に配慮し、
又、外出支援等で気分転換を図る。 １2ヶ月

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先
して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】


